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ディスパロン PF-911 
非水系塗料用沈降防止剤 

 

 ディスパロン PF-911 は、既存品のディスパロン 4200-10 の脱芳香族、環境対応型酸化ポリオレフィン 

ペーストです。ディスパロン 4200-10 同様、PF-911 は酸化ポリオレフィンを主成分とした微粒子分散体で、

塗料中において顔料や充填剤等と共に緩い凝集構造を作り、チクソトロピックな性質を付与します。そのた

め、顔料の沈降防止や、ハードケーキング防止に効果を発揮します。強固な凝集構造は作らない為、塗料を

過度に増粘させずに顔料分散系塗料の沈降防止剤として幅広く使用する事が出来ます。 

 

■性 状    （一般性状であり納入規格ではありません） 

 

 

 

■分散効果及び使用方法 

・ 油性、合成樹脂塗料系（アルキド，アクリル，ウレタン，エポキシ，ポリエステル等）に幅広く適用 

可能です。特に自動車用塗料のメタリックの沈降防止に適します。 

・ 分散は通常ディゾルバーを用いて、撹拌添加での使用を推奨します。どの塗料製造工程でも添加する事

が可能ですが、分散が悪い場合は製造工程初期での添加を推奨します。分散に問題が無ければ製造工程

終盤の粘度調製時での添加も可能です。分散条件によってはペーストの乾燥片や粗大粒子が残る場合が

ありますので必ず濾過工程が必要になります。 

・ 分散温度は 40℃以下での使用を推奨します。50℃以上で使用する場合、光沢低下や面荒れが発生する

可能性があるため、十分な検討の基で使用して下さい。 

・ 添加量は 1~5%が標準です。（塗料全配合に対する重量比） 

・ 自動車塗料中のパール顔料沈降防止の様な強い効果が必要な場合、アマイドペーストタイプのディスパ

ロン PFA-231 等を用いますが、その時ディスパロン PF-911 を 1/1 程度で併用する事により塗装面状態

を改良する事が出来ます。 

・ 製品の性質上、製造後缶中で固化する傾向が認められるものであります。特に寒冷期、開缶時固化もし

くは部分的に塊状物が生成していることがあります。この状態でありましても性能への影響はありま 

せん。缶を震盪させ取り出し易くしてから使用して下さい。 

・ ディスパロン PF-911 は 40℃以上で長期間保管しておくことにより変質する場合があるため、

40℃未満での保管を推奨します。 

環環境境対対応応型型添添加加剤剤  

外   観 白色～微黄白色流動ペースト 

加熱残分 10% 

溶  剤 アルキルシクロヘキサン／酢酸ブチル  

密  度 0.84 g/cm3(20℃) 

融  点 約100℃（固形分） 

Additives for coatings and printing inks D ISPARLON  
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